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論 文 内 容 の 要 旨

この論文は, 情報の符号化および変換に関するもので, データの伝送 と処理における符号系の立場から

の問題と電子計算機の- ～ ドウエアとソフ トウエアとの相互の変換の問題を内容とし, 2編からなってい

る｡

第 1編では情報理論から発達 した符号系の理論が, パターン認識などを含む情報処理の分野にも適用 し

うることを示 していて4章からなっている｡

第 1章は序章で, この論文で扱 う課題がまとめてあり, 伝送上の理論から生れた符号化の理論が情報処

理分野のパターン認識に使えるのではないかという立場を示 している｡

第 2章は符号の理論であって, 符号の研究に役に立つ数学的手法が整理 してある｡ 次に著者の提案 した

最短距離符号の構成法およびそれに関する定理が示 してある｡ この方法は電子計算機によって求められる

アルゴリズムである点が特徴である｡

第 3章は論理関数の近似のための試行錯誤モデルと題 していて, 論理関数を近似的であるがパターン認

識に応用することを論 じている｡ このため一つのモデルが採用され, 数学的にはマルコフ連鎖の理論を用

いて解析を行ない, モデルの収束状況がのべてある｡

第 4章は論理関数の近似- の群符号の応用に関するものである｡ バク- ンの解読構図としてパタ- ンを

部分集合に分類 し, これに群符号を対応させ, 符号問の距離と近似度を示す E を与えて 8-netとして巌

も能率のよい近似論理関数系を見出している｡ このための定理と計算結果を例示 している｡

第 2編はプログラムから論理回路への変換の問題を提起 し, これを扱 ったものであって, 4章からなっ

ている｡

第 1章はプログラムから論理回路- の変換の問題の提起, その意義, 手法などを述べた序章である｡ 電

子計算機のプログラムに書くことによって行なう方法と, 金物で論理回路を作 って同じ仕事をさせること

の等価性の問題である｡
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第 2童は変換の定式化と題 し, この研究で扱 う変換の具体的意味を述べ, その手法と限界について論じ

ている｡ 変換はプログラムの記号処理によって行なわれ, プログラムの変形が中心であり, その結果に対

して回路を対応させている｡ 従ってプログラムの変更のある場合は変換不能になる｡

第 3章は核の機械とプログラムシステムの説明に関するもので, この研究で想定 している核の機械の命

令系が説明してある｡ すなわち13個の命令語からなり, 論理演算とコン トロールの命令も含まれている｡

プログラムは単一ア ドレスの機械語でかかれる｡

第4章はプログラムの変形であって, プログラムの機械的な変換の方法について述べてある｡

変換操作が同時に並列に可能な場合と, 合成演算をしてもよい場合の回路の構成方法と記号処理の対応

が論じてある｡ この変形の一般公式を示 し, 加算器に対 して適用 した結果などと共に, 人間による設計例

との比較が示 してある｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

情報処理においては, その基礎となる理論をたてることおよび金物による処理とソフ トウエアによる処

理の考え方とその調和, 機種の異なる電子計算機問相互に情報を伝達することは重要で解決を要望されて

いる大きな課題である｡

著者は通信理論に用いられている符号化の理論を情報処理, 特にパターン認識 に通用す ることを考え

て, このため距離の概念を導入することによって論理関数の近似ということを定義 し, この考えを適用 し

て, 論理関数系の集合としての取扱いを展開 して, これを第 1編にまとめている｡

一方電子計算機のプログラムによって可能 であることが判明したアルゴリズムを, 金物で実現すると

普, プログラムから機械的に変換させたときの回路が実用に耐える回路でありうるかどうか, またその変

換の手法に関 して論述 したものを第 2編にまとめている｡

本研究の主な成果をあげると次の通りである｡

1) 通信理論において論じられている最短距離符号が, パタ- ン認識におけるディジタル ･パタ- ンの

解読構図に応用 しうることを考え, 単一の手法で機械的に電子計算機によって自動的に生成 しうる群符号

のアルゴリズムを与えた｡

2) 論理関数や符号の理論には完全に一致することを前提としたものが多いが, 筆者はパターン意識と

いう彪大なディジタル ･パターンの解読に利用するため距離の概念を導入 し, 近似の度合を定義 した｡ ま

た確率論理モデルを設定 し, いくつかの与えられた論理関数を試行錯誤的にとらせて, 入力パターンを学

習的に判定するモデルをマルコフ連鎖として解析 した｡

3) 論理関数にも距離の概念を導入 し, 符号の理論を用いて解析 した｡ この際或領域をいくつかの与え

られた論理関数系で, 与えられた近似度以内にあるようにカバーする6-netのうちで, 最 も能率のよい近

似論理関数系を見出した｡

4) プログラムの形で与えられるアルゴリズムを論理回路図に変換することの意義と方法について研究

を展開 し, 核となる機械を想定 して加算器などの具体的設計法まで形式化 した｡

5) 単一ア ドレスの機械語でかかれたプログラムを機械的に変形する方法として, プログラムが便宜上
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順次配列されているが, これの同時演算可能な場合と合成演算をしてもよい場合の回路の構成方法と記号

処理の対応を明らかにした｡

以上のように, この論文は情報の符号化および変換に関して, この分野の研究をかなり進展させ, 通信

理論とパターン認識との関連づけとプログラムと- ー ドウエアとの変換について貢献を行なったものであ

って, 学術上, 工業上寄与するところが少なくない｡ よって本論文は工学博士の学位論文として価値のあ

るものと認める｡
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